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伊
波
の
今
昔

　

伊
波
は
、
伊
波
グ
ス
ク
の
南
西
麓
に
集
落

が
広
が
る
。
標
高
約
80
ｍ
の
カ
ル
ス
ト
台
地

に
位
置
す
る
伊
波
グ
ス
ク
か
ら
北
東
の
眺
望

は
絶
景
で
あ
る
。
昭
和
57
年
に
第
一
印
刷
か

ら
発
行
さ
れ
た
『
沖
縄
百
景
』
に
金
武
湾
洋

上
を
は
じ
め
、
石
川
岳
や
恩
納
岳
、
石
川
市

街
の
風
景
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
グ
ス

ク
の
東
側
下
方
の
傾
斜
地
に
国
指
定
文
化
財

の
伊
波
貝
塚
が
あ
る
。

　

王
国
時
代
に
は
、
西
宿
の
仲
泊
と
東
宿
の

東
恩
納
と
を
結
ぶ
交
通
の
要
地
に
あ
っ
た
。

明
治
35
年
の
新
聞
に
「
伊
波
村
に
は
中
頭
郡

で
も
屈
指
の
小
間
物
店
が
あ
り
、美
里
間
切
・

恩
納
間
切
・
金
武
間
切
に
お
よ
ん
で
商
品
を

供
給
し
て
い
た
商
店
が
あ
る
」
と
の
記
述
が

あ
る
。
明
治
27
年
に
は
、
小
学
校
が
設
立
さ

れ
、
周
辺
地
域
の
中
心
を
な
し
て
い
た
。

　

伊
波
メ
ン
サ
ー
は
、
古
い
時
代
か
ら
伊
波
に

の
み
伝
わ
る
織
物
で
そ
の
紋
様
の
出
し
方
や
織

り
方
に
特
徴
が
あ
る
と
い
わ
れ
、
そ
の
技
能
や

織
り
具
は
市
指
定
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
。

　

伊
波
村
に
は
、
伊
波
の
金
細
工
（
加
那
）

と
呼
ば
れ
る
人
が
い
た
。
金
細
工
道
具
を

伊い

は波
（
イ
フ
ァ
）

と
な
り
、
そ
の
後
、
美
里
村
字
伊
波
と
な
っ

た
。
終
戦
後
は
、
石
川
市
伊
波
と
な
り
、
そ

し
て
現
在
は
、
平
成
17
年
４
月
の
２
市
２
町

の
合
併
に
よ
り
、
う
る
ま
市
石
川
伊
波
と

な
っ
て
行
政
所
管
の
変
遷
は
激
し
い
。

　

伊
波
の
地
名
に
つ
い
て
『
石
川
市
史
』
は
、

「
伊
波
と
い
う
地
名
、す
な
わ
ち
イ
ハ
（
伊
波
）

に
は
海
浜
の
意
味
が
あ
っ
て
地
相
に
よ
っ
て

付
け
ら
れ
た
地
名
で
あ
る
と
い
う
。
し
か
ら

ば
何
故
イ
ハ
が
海
浜
の
義
で
あ
る
か
に
つ
い

て
は
、
イ
ー
フ
が
転
訛
し
て
イ
ハ
に
な
っ

た
と
言
わ
れ
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
が
、

（
イ
ー
フ
は
、
大
雨
や
川
の
流
水
な
ど
に
よ
っ

て
運
ば
れ
て
き
た
土
砂
や
海
砂
が
堆
積
し
て

で
き
た
土
地
の
こ
と
）
イ
ハ
地
名
の
語
源

に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
。

① 

伊
波
は
、
標
高
約
80
ｍ
の
台
地
上
に
位
置 

　

  

す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
語
源
は
上
方
・
上 

　

端
（
イ
ー
フ
ァ
）
で
意
味
は
台
地
に
あ
る

　

 

と
こ
ろ
と
い
う
意
味
。

② 

イ
ハ
の
ハ
が
山
入
端
の
よ
う
な
「
端
」
を

　

 

い
う
の
で
あ
れ
ば
越
来
方
面
か
ら
北
西
の  

　
  

端
と
い
う
意
味
で
亥
端
（
イ
フ
ァ
）
に
解

　
 

さ
れ
、
あ
る
い
は
、
亥
方
（
イ
フ
ァ
）
が

　

 
そ
の
語
源
で
意
味
は
越
来
か
ら
北
西
の
方

　

 
向
と
い
う
意
味
か
。

　

 

以
上
、
伊
波
の
地
名
に
つ
い
て
は
い
ろ
い

ろ
な
視
点
か
ら
考
え
ら
れ
る
が
今
後
の
研
究

課
題
で
あ
る
。

古
我
地
原
と
イ
ナ
ガ
ミ
ム
イ
・
ナ
ガ
マ
ー

チ
ョ
ー

　

沖
縄
自
動
車
道
を
沖
縄
北
イ
ン
タ
ー
か
ら

北
に
嘉
手
苅
方
面
を
過
ぎ
た
高
架
道
の
下
方

一
帯
に
縄
文
時
代
中
期
の
も
の
と
い
わ
れ
る

古
我
地
原
貝
塚
が
あ
る
。
古
我
地
の
コ
ガ
・

ク
ガ
は
、
植
物
の
サ
ル
ナ
シ
の
木
の
こ
と
で

こ
の
一
帯
の
植
生
か
ら
ク
ガ
の
生
え
て
い
る

地
と
し
て
呼
ば
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

沖
縄
市
池
原
方
面
か
ら
国
道
３
２
９
号
の

バ
イ
パ
ス
を
伊
波
向
け
に
行
く
と
左
手
の
ゴ

ル
フ
練
習
場
を
過
ぎ
、
や
が
て
西
に
山
城
、

右
手
の
方
に
細
長
い
丘
陵
が
道
路
に
沿
う
よ

う
に
約
１
km
続
き
、
丘
の
北
西
側
の
斜
面
に

伊
波
按
司
の
墓
が
あ
る
。
こ
の
丘
を
伊
波
で

は
ナ
ガ
マ
ー
チ
ョ
ー
、
山
城
で
は
イ
ナ
ガ
ミ

ム
イ
と
呼
ん
で
い
る
。

　

か
つ
て
は
丘
に
沿
っ
て
長
い
松
林
が
続
い

て
い
た
の
で
ナ
ガ
マ
ー
チ
ョ
ー
と
呼
ば
れ

た
。
イ
ナ
ガ
ミ
の
イ
ナ
は
、
畝う

ね

か
ら
転
訛
し

た
も
の
で
畝
状
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
指

し
、
ガ
ミ
は
高
い
と
こ
ろ
を
指
す
頭
の
意
味

で
「
畝
の
よ
う
に
高
い
と
こ
ろ
（
ム
イ
）」

と
い
う
意
味
に
解
さ
れ
る
。
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嘉山　兼
け ん こ う

宏

担
い
で
村
々
里
々
を
回
っ
て
農
具
や
日
用
品

を
修
繕
す
る
仕
事
で
あ
る
。「
加
那
は
、
美
男

子
で
性
格
は
底
抜
け
に
明
る
く
、
ひ
ょ
う
き

ん
者
で
あ
っ
た
か
ら
テ
ー
フ
ァ
加
那
と
い
わ

れ
て
常
に
人
か
ら
好
か
れ
て
い
た
（
石
川
市

史
）」。そ
の
加
那
阿
兄
の
こ
と
が「
金
細
工
節
」

と
し
て
謡
わ
れ
、
軽
快
な
踊
り
は
県
民
に
人

気
が
あ
る
。

　

現
在
、
伊
波
東
方
の
傾
斜
地
や
南
方
周
辺

は
住
宅
地
と
し
て
拡
大
し
、
ま
た
西
側
に
は

美
里
・
石
川
方
面
を
結
ぶ
バ
イ
パ
ス
が
開
通

し
、
自
然
環
境
や
生
活
環
境
が
大
き
く
変
化

し
つ
つ
あ
る
。

　

伊
波
地
名
を
再
考
す
る

　

伊
波
の
表
記
に
つ
い
て
『
石
川
市
史
』
は
、

「
慶
長
検
地
長
（
１
６
１
０
年
）
に
伊
覇
、
元

文
帳
（
１
７
３
６
年
）
に
は
伊
波
と
な
り
、

以
後
伊
波
と
表
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。」

と
記
述
し
て
い
る
。
伊
波
は
、
王
国
時
代
は

越
来
間
切
伊
覇
村
、
次
に
美
里
間
切
伊
波
村


